


本会議初日、市政の概要を述べる鈴木市長

令
和
7
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

前
年
を
上
回
る

令
和
7
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け
入

れ
総
額
は
4
5
億
2
4
0
0
万
円
余
り
で
、
前

年
度
対
比
1
0
5
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結

果
で
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
段
階
的
な
経
費
率
の
引
き
下

げ
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
な
ど
、
今
後
、

制
度
運
用
が
一
層
厳
格
化
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
が
、
新
規
返
礼
品
の
開
拓
や
高
い

品
質
の
維
持
・
管
理
、
事
業
所
指
導
等
、
引
き

続
き
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る

新
し
い
防
災
気
象
情
報
の
周
知
を
推
進

先
週
接
近
し
た
台
風
6
号
に
よ
る
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
内
で
大
き
な
被

害
は
発
生
せ
ず
、
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
そ
の
際
に
も
メ

デ
ィ
ア
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
先

月
末
か
ら
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
大
雨
や
河

川
氾
濫
、
土
砂
災
害
等
に
関
す
る
防
災
気
象

情
報
の
名
称
と
体
系
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
警
報
、
注
意
報
の
情
報
名
に
警
戒
レ
ベ
ル

の
数
字
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
直
感
的
に

危
険
度
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
市
広
報
誌
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
し
、
変
更
内
容
に
つ
い
て
市
民
へ

の
周
知
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〕

大
学
と
の
連
携
で
地
域
課
題
の
解
決
へ

地
域
公
社
の
設
立
準
備
も
進
む

本
市
が
抱
え
る
環
境
面
や
地
域
振
興
面
で

の
課
題
に
つ
い
て
、
山
梨
大
学
が
こ
れ
を
研
究

材
料
と
し
、
市
と
共
同
で
課
題
解
決
に
取
り

組
む
「
地
域
課
題
解
決
型
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン

ド
事
業
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
地

域
公
社
に
つ
い
て
は
早
期
の
設
立
を
目
指
し
、

3
名
の
地
域
活
性
化
起
業
人
を
中
心
に
鋭
意

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令和8年7月 2

災
害
時
に
備
え
た
協
定
で

防
災
体
制
の
強
化
を
推
進

3
月
に
、
」
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
と
「
緊
急
災

害
時
に
お
け
る
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
協

定
」
を
、
内
容
を
強
化
し
て
再
締
結
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
施
設
利
用
に
加
え
、
人

的
支
援
、
物
資
の
輸
送
支
援
な
ど
も
盛
り
込

ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

4
月
に
は
、
佐
川
急
便
株
式
会
社
と
地
域

活
性
化
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
関
連
し
て
災
害
発
生
時
に
お
け
る
支

援
物
資
の
受
け
入
れ
と
配
送
等
に
関
す
る
覚

書
を
結
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
5
月
に
は
、
中

部
地
方
の
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
I
所
在
市
町

村
間
に
お
け
る
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
民

間
事
業
者
や
関
係
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る

防
災
体
制
の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。



D
X
推
進
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ

業
務
効
率
化
と
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
推
進

令
和
7
年
度
よ
り
準
備
を
進
め
て
き
た
文

書
管
理
、
財
務
会
計
、
庶
務
事
務
等
の
シ
ス
テ

ム
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る
「
統
合
内
部
情
報

シ
ス
テ
ム
」
が
本
格
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。
電

子
決
裁
も
導
入
す
る
な
ど
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

や
事
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
等

を
図
る
た
め
、
副
業
型
の
地
域
活
性
化
起
業

人
に
指
導
、
助
言
な
ど
を
受
け
、
こ
れ
を
業
務

に
活
か
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

起
業
人
の
専
門
的
で
優
れ
た
知
見
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
こ
と
で
、
D
X
の
さ
ら
な
る
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
用
車
へ
の
広
告
を
活
用
し

地
域
活
性
化
と
財
源
確
保
へ

本
市
が
所
有
す
る
公
用
車
は
公
務
に
よ
り

市
内
外
を
走
行
す
る
た
め
、
宣
伝
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
公
用
車
に
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
I
卜
を
掲
出
す
る
、
有
料
広
告

の
募
集
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

個
人
事
業
主
、
法
人
な
ど
数
多
く
ご
応
募

い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
加
え
、

新
た
な
財
源
確
保
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

回
国

異
文
化
交
流
を
通
じ
て
育
む

未
来
に
つ
な
が
る
友
好
の
絆

友
好
親
善
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

エ
イ
ム
ズ
市
か
ら
中
学
生
1
 
7
名
、
随
行
者
3

名
、
合
計
2
 
0
名
の
訪
問
団
が
訪
れ
ま
す
。
滞

在
期
間
は
7
月
1
日
か
ら
5
目
ま
で
の
4
泊

5
目
の
予
定
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
滞

在
し
、
中
学
校
訪
問
や
市
内
各
施
設
の
視
察

な
ど
を
行
い
、
市
民
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

感
染
症
対
策
の
強
化
に
向
け
改
定
を
実
施

令
和
元
年
度
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
経
験
を
踏
ま
え
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画

お
よ
び
山
梨
県
行
動
計
画
が
抜
本
的
に
改
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
改
定

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
で
は
、
新
た
な
対
策
項
目
と

し
て
「
保
健
」
「
物
資
」
の
2
項
目
を
追
加
し
た

ほ
か
、
準
備
期
に
取
り
組
む
内
容
を
充
実
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
本
計
画
に
基
づ
き
、
関
係

機
関
等
と
の
連
携
の
も
と
、
引
き
続
き
感
染

症
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
へ

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
を
推
進

令
和
7
年
度
実
施
の
二
-
ズ
調
査
、
在
宅

介
護
実
態
調
査
等
を
基
に
、
令
和
9
年
度
か

固

ら
‖
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
甲
州
市

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
1
 
0
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
に
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介

護
保
険
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備

奥
野
田
第
二
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
用
を
開
始

か
ね
て
か
ら
進
め
て
お
り
ま
し
た
奥
野
田

児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境
改
善
事
業
に
つ
い
て
は

奥
野
田
小
学
校
施
設
を
一
部
改
修
し
、
夏
休

み
か
ら
第
一
一
児
童
ク
ー
フ
ブ
の
運
用
を
開
始
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
の
で
き
る

場
所
と
な
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

障
害
者
支
援
機
能
の
強
化
を
推
進

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

障
害
の
あ
る
方
の
相
談
を
受
け
る
総
合
窓

口
で
あ
り
、
障
害
者
の
権
利
を
守
る
中
核
的

な
役
割
を
担
う
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
、
1
 
0
月
を
目
途
に
設
置
い
た
し
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
困
難
事
例
へ
の
専
門
的
対
応
や
、
地

域
の
相
談
支
援
事
業
所
と
連
携
し
た
支
援
体

制
強
化
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

野田第二児童クラブとしての使用が予定されている奥野田小学校の教室 民間事業者と災害に備えた協定を締結



地域商品券は物価高騰対策だけでなく地域経済の活性化も期待されている 市内2与力所に開設している「涼み処」

地
域
と
連
携
し
た
取
組
み

熱
中
症
対
策
の
充
実
を
図
る

令
和
7
年
度
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

は
、
6
月
8
目
現
在
、
市
内
2
 
5
カ
所
に
開
設
中

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
甲
州
市
熱
中
症
対
策

協
力
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
2
 
3
団
体
に
ご
登

録
い
た
だ
き
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
対
策
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

峡
東
地
域
世
界
農
業
道
産

地
域
資
源
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
事
業
を
展
開

認
定
か
ら
4
年
を
迎
え
る
令
和
8
年
度

は
、
新
た
に
策
定
し
た
第
2
期
保
全
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
資
源
の
保
全
に
加
え
、
次
世
代

へ
の
継
承
な
ど
の
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
外
に
お
け
る
初

め
て
の
情
報
発
信
事
業
と
し
て
、
東
京
都
内

で
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

り
、
現
在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
道
路
整
備

市
道
の
橋
梁
の
補
修
を
推
進

市
道
の
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
甲
州
市
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
点
検
・
補
修

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
国
の
補
助
金
を
最
大
限
活
用
す
る
中
で
、

早
期
修
繕
が
必
要
と
な
る
橋
梁
の
補
修
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。)

市
産
ワ
イ
ン
の
プ
ー
フ
ン
ド
カ
向
上
へ

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
情
報
発
信

市
産
ワ
イ
ン
の
プ
ー
フ
ン
ド
カ
向
上
を
図
る

た
め
、
「
ワ
イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ナ

リ
I
や
醸
造
家
、
さ
ら
に
原
料
ブ
ド
ウ
栽
培

地
等
の
情
報
を
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
に
付
与
す
る

こ
と
で
、
消
費
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
イ
ン
の

ル
ー
ツ
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
地
域
商
品
券

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
期
待

4
月
に
国
の
物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
地

方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
「
甲
州
市
物
価

高
騰
対
策
地
域
商
品
券
」
を
全
市
民
対
象
に

発
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
利
用
期
限

は
1
 
0
月
3
 
1
日
で
す
が
、
す
で
に
全
体
の
約
3

分
の
1
に
あ
た
る
1
億
3
千
3
0
0
万
円
余

り
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
物
価
高
騰
対
策
だ

け
で
な
く
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
消
費
喚

起
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

国
内
交
流
都
市
と
の
相
互
交
流
事
業

ア
ニ
メ
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出

令
和
7
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
国

内
交
流
都
市
と
の
相
互
交
流
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
8
年
度
は
、
「
な
か
の
里
ま
ち
連
携

し

事
業
」
で
交
流
の
あ
る
東
京
都
中
野
区
と
ア

ニ
メ
に
関
し
た
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
国

内
外
で
注
目
が
高
ま
る
ア
ニ
メ
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

令和8年7月 4

官
民
連
携
で
「
住
ま
い
の
貧
困
」
対
策
実
施

甲
州
市
居
住
支
援
協
議
会
設
立

県
内
で
初
の
設
立
事
例
と
な
り
ま
す
本
協

議
会
は
、
4
月
2
 
3
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
本
市
と
県

が
協
議
会
に
伴
走
、
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
生
活
困
窮
者
の
住
ま
い
の
確
保
に
関
す

る
課
題
解
消
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

週
末
夜
間
タ
ク
シ
ー
運
行

想
定
を
上
回
る
利
用
数
を
記
録

塩
山
駅
週
末
夜
間
タ
ク
シ
ー
運
行
支
援
金

交
付
事
業
に
つ
い
て
、
毎
週
、
金
曜
、
土
曜
、
日

曜
の
塩
山
駅
で
の
夜
間
配
車
に
対
し
、
4
月

の
利
用
台
数
が
1
9
0
台
、
5
月
が
2
4
3

台
と
、
想
定
以
上
の
利
用
が
あ
り
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
か
ら
は
好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。



B&G財団からの助成を受けて改修が予定されている塩山B&G海洋センター 住宅確保要配慮者の住宅の確保を支援する甲州市居住支援協議会

圏

A
-
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行

1
 
0
月
開
始
を
目
標
に
準
備
進
む

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
を
起
点
と
し
、
勝
沼
地

域
内
で
試
験
的
に
A
-
に
よ
る
自
動
運
転
タ

ク
シ
I
を
運
行
す
る
本
事
業
は
、
県
と
と
も

に
、
1
 
0
月
開
始
を
目
標
と
し
て
準
備
を
進
め

て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る

時
代
に
対
応
し
た
教
育
環
境
を
整
備

令
和
8
年
度
は
、
市
内
全
1
 
6
校
が
、
県
の
少

人
数
教
育
の
質
の
向
上
推
進
事
業
の
指
定
を

受
け
、
授
業
時
数
特
例
校
制
度
を
活
用
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
、
英
語
力
の
習
得
等
で
、

教
科
横
断
や
文
理
融
合
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
生
成
A
-
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
7
年
度
に
引
き
続
き
、
塩

山
南
小
学
校
、
祝
小
学
校
、
塩
山
中
学
校
お
よ

び
勝
沼
中
学
校
が
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
G
-
G
A
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
環
境

の
活
用
に
よ
る
教
育
環
境
の
高
度
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
た
教
育
環
境
の
整
備
へ

小
学
校
再
編
に
関
す
る
調
査
を
実
施

学
校
再
編
審
議
会
で
の
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
、
市
内
小
学
生
お
よ
び
小
学
生
保
護
者

圏

の
皆
さ
ま
に
対
し
て
学
校
再
編
に
関
す
る
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
集
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
審
議
会
に
報
告
し
、

協
議
の
参
考
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

移
動
図
書
館
事
業

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
期
待

本
事
業
で
は
宝
く
じ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
等
を
活
用
し
て
移
動
図
書

館
車
を
整
備
し
、
こ
れ
を
動
く
情
報
拠
点

と
し
て
、
高
齢
者
施
設
や
子
育
て
関
係
施

設
、
医
療
機
関
、
山
間
部
地
域
な
ど
、
市
内
の

様
々
な
場
所
へ
出
向
く
こ
と
で
、
図
書
の
貸

出
だ
け
で
な
く
地
域
コ
ミ
ュ
一
二
T
ィ
の
活
性

化
と
生
涯
学
習
の
機
会
創
出
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

よ
り
安
定
し
た
下
水
道
事
業
運
営
の
た
め

下
水
道
使
用
料
金
を
改
定

広
瀬
ダ
ム
の
水
位
低
下
を
起
因
と
す
る
水

道
水
の
濁
り
に
つ
い
て
は
、
3
月
上
旬
か
ら

塩
山
地
区
の
一
部
で
発
生
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
水
位
の
上
昇
や
対
策
を
実
施
し
た
結
果
、

現
在
は
濁
り
が
解
消
さ
れ
、
正
常
に
給
水
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
7
月
分
よ
り
適
用
と
な
る
た
め
、
利
用

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
は
個
別
通
知
に
よ

る
お
知
ら
せ
、
ま
た
、
市
広
報
誌
や
市
ホ
I

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
周
知
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

塩
山
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

利
用
環
境
の
向
上
と
長
寿
命
化
を
図
る

こ
の
た
び
の
改
修
で
は
、
主
に
屋
根
材
の
全

面
更
新
、
内
部
の
塗
装
補
修
、
各
種
機
械
設
備

の
更
新
、
お
よ
び
照
明
の
」
E
D
化
を
行
う

こ
と
で
、
施
設
の
安
全
性
向
上
と
長
寿
命
化

を
図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
利
用
環
境
が
大
幅
に
向
上
し
、
よ
り
快
適

か
つ
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
取
り
組
め
る

環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法

人
B
&
G
財
団
か
ら
1
 
5
年
連
続
で
「
特
A
評

価
」
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
3
千
万
円

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
先
日
、
修
繕

助
成
決
定
書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。



甲州市の「ホット」なできごとを紹介します!

`’人権’’について学ぶ 小学校3校で人権教室を実施

甲州市人権擁護委員は、山梨県人権啓発活動ネットワーク協議会の活動として、 5月1 1日に菱山小学校、 14日に神金小学校、 6月9日に塩山北小

学校で「人権の花運動」および「人権教室」を行いました。委員が講師を務めた人権教室では、自分を大切にすることや“いじめ’’について学習をし

たほか、児童らが願いを記したメッセージカードを風船に付けて大空高く飛ばしました。

地域にある森林で大自然に触れる 神金小学校で自然学習会を実施

5月23日、甲州市・オルビスの森で神金小学校自然学習会が開催され、児童と保護者あわせて54人が参加しました。児童が地域の森林に親しみ、

自然の大切さを学ぶことを目的に実施され、木に名前を付けたり、木製の弓矢で的を射る、大鏡を使用して丸太を切ることなどを体験・学習し、身

体全体で自然に触れる時間となりました。

157点が合格

甲州市ワイン品質審査会

6月10日と17日の両目、第41回甲州市ワイン品質審査会を開催し

ました。 170点が出品され、審査員が味や香りなどを総合的に審査

しました。厳正なる審査の結果、白74点、赤52点、ロゼ12点、オレン

ジ8点、スパークリング11点が合格しました。

合格したワインは、市推奨ワインとして、勝沼ぶどうの丘で販売さ

れます。

地元の橋に親しみを

大和小児童が橋のペンキ塗りを実施

5月25日、大和小学校の児童が大和町にある白井沢橋のペンキ塗り

を行いました。この事業は(公社)山梨県建設技術センターと山梨大

学が中心となって行う、やまなし市町村インフラメンテナンス支援セ

ンター事業の-環で実施されたもので、地元のインフラへの理解促進

につなげる目的があります。児童たちはローラーを使用してガード

レールを上手に塗り上げていました。

∴.、.. .騎
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身近な不思議を楽しく学ぼう!

「宇宙の学校」開校

5月30日、市教育委員会は親子で実験や工作をしなから科学に親

しむ甲州市「宇宙の学校」を開校しました。指導者ボランティアの

宮月i広さんによる「宇宙の話」を聞いた後、ビニールシートとドライ

ヤーを使って熱気球の実験を実施しました。気球が宙にあがると参

加者からは歓声があがりました。

第68回水道週間

「たいせつな水道守ろう未来へと」

6月4日、甲州市水道事業協力会は、第68回水道週間(1日へ7日)の

-環として、市内小中学校のプールの給水装置無料点検を実施した

ほか、校庭や校内に設置してある水道設備の確認を行いました。今

後も、生活の中で欠かすことのできない大切な水を安定供給できる

よう取り組んでいきます。

山梨むかしがたりの会

市内小中学校に書籍を寄附

6月10日、甲州弁で民話を語り継ぐ「山梨むかしがたりの会」代表

の藤巻愛子さんから市内全小中学校16校に書籍『甲州弁で語りつ

ぐ』をご寄附いただきました。寄附された書籍は日本各地に伝わる

民話を甲州弁の温かい響きで再話した民話集です。いただいた書籍

は子どもたちの郷土学習等に活用させていただきます。

塩山B&G海洋センター

より快適な施設へ改修資金の助成受ける

6月2日、 2026年度「甲州市塩山B&G海洋センター修繕助成」決定

書授与式を行い、常務理事の朝日田様より「修繕助成金決定通知書」

をお渡しいただきました。今回決定した助成金は3,000万円となっ

ており、塩山B&G海洋センターの老朽化や劣化している設備改修の

ほか照明」ED化、空調設備の改修資金として使用します。

消防団員としての基礎を再確認

消防団規律訓練

5月23目、甲州市消防団は塩山総合グラウンドで規律訓練を実施

し、各分団から部長、新班長、新入団員など172名が参加しました。

塩山消防署員よリホース投げやホース巻きの訓練、整列や敬礼など

の指導を受け、消防団員としての基本動作などを再認識しました。

地域の基幹産業に触れる

勝沼中学校生が農作業体験

6月1 1日、 12日の両日、勝沼中学校の2年生が勝沼町内のぶどう畑

で農作業体験を行いました。本市の基幹産業であるぶどう栽培への

理解と農作業体験による勤労の心を培うことを目的に毎年実施して

おり、約50年の歴史があります。初めて行う生徒も多く、受入れ農家

の方に指導を受け、袋掛けの作業を真剣な眼差しで行っていました。

∴二二二三∴三
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第7寄回「骨相市かつぬまぶどうまつり」
1 013(土) tこ開催

ー
獲

甲州市かつぬまl事だうまつり実行委員会では、第73回甲州市かつぬまぶどうまつりを1 0月3日(土)

に勝沼中央公園をメイン会場に開催します。

住民参加のおまつりとなるよう、 「護摩木積みボランティア」・ 「出店」、 「聖火隊本隊先導ランナー」を募

集します。

㊥ 護摩木顧みボランティア

ぶどうまつりのメインである「鳥居焼き」の準備で、柏尾山の南斜面に護摩木を積み上げる作業です。小学校

高学年の方から参加できます。

容姿粥三〇百9月19日(土)午前7時30分へ10時30分※少雨決行醒副蛭堕面9月20目(日)

漢夏蚕灘薗亘40名

㊥ 出店善募集!

会場内のおまつり広場(勝沼中央公園広場) (こて、地域の特産品、特産物を原料にした加工品などの販売店等の

出店を希望する方(団体)を募集します。

※甲州市産ブドウのPRのため、」Aフルーツ山剰こよるブけ販売を会場内で実施しますo予めこ了承くださいo

星寡詞随喜冒10月3日(土)まつり当日

・出店申込者(代表者)力河内在住者 または 団体所在地(営業所等)が市内に所在するものとします。

・出店者は1区画(幅3.6mx奥行3.6m)として30.000円をいただきます。

(キッチンカーでの出店は20,000円)

・机2台、椅子2脚はご用意します。

・テント、テント内の照明、燃料、電源等、必要物品は出店者でご用意くださいo

各軸証詣看

甲州市かつぬまぶどうまつり出店申請書等の提出書類は、市ホームページをご確認いただき、書類をダウン

ロードしていただくか、観光商工課までお越しください。

※希望者多数の場合は、実行委員会において選考させていただきます。また、イベント(こふさわしくないと思われる方(団体)の出

店はお断りさせていただきます。

㊥ 聖火隊本隊先導ランナー

おまつり広場(勝沼中央公園広場)から、柏尾山の鳥居焼きまで聖火隊本隊を先導していた

だくランナーを募集します。

臆漢碧満幅鵜臆10月3日(土)まつり当日

漢翳捌園若干名※希望者多数の場合は、実行委員会(こおいて選考させていただきます。

7月24日(金)午後与時まで

※詳細は、市ホームページ「第73回甲州市かつぬまぶどうまつり」のページをご覧ください。



甲州市公式しIN各アカウントを登録しませんか?

日頃お使いのLiNEアプリで、市からの情報が届く「甲州市公式LINE」。誰もが受け取れるよう、市は身

近な情報提供を目指しています。まだ登録されていない方は、ぜひこの機会にご利用ください。

地震や台風等における緊急情報や災害発生時の避難所開設情報などの大切な情報

報をお届けします。

市内のイベント情幸闘こ加え、子育て・健康・生活に役立つ情報も幅広く発信します。

市ホームページや市広報誌もLINEから手軽にご覧いただけます。

市内の道路の損傷や漏水など、写真を添付して通報することができます。

以下の手

OしIN巨二

日下部警察署蜜0553-22-01 10

薔寮官撰層のお知らせ

令和8年度富山製県警察官採用試験(秋義認験)

を実施します。

試験概要

警察官A(大学卒) ※第2回目

採用予定人員 男性4名程度

女性2名程度

警察官B (大学卒以外)

採用予定人員 男性1 7名程度

女性7名程度

受付期間 7月21日(火)へ8月

(電子申請のみ)

第1次試験日 9月20日(日)

勤務開始日 令和9年4月1

試験に関する問い合わせ、採

日下部警察署警務課採用担

傘0与53-22-01 1 0(内線21 2)

県警察ホームページ

塩山駅前ビアガーデン備きつこい,,

地ビールナイトマーケット

ー一週間、お疲れ様の一杯を塩山駅前で-

市内事業者によるクラフトビール販売等の市内

事業紹介を通じて、駅周辺の活性化と賑わいの創出

を目的に昨年初開催し、好評だった塩山駅前のビア

ガーデンを今年も開催します!

ふらっと立ち寄って、仕事帰りや週末のひととき

を楽しんでみませんか。

看覇陪臣漢7月3日(金)、7月4日(土)、7月1〇日(金)、

7月11日(土)

"閉園畠漢午後5時へ8時まで

書親書調書塩山駅前広場(塩山駅南口)

事案葦寒甲州市商工会、駅前商店街(雨敬会、えび

す会、紅白のれん会)

⑮甲州市商工会 蜜0与53-33-2236

昨年のビアガーデンの様子

令和8年7月 34
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固定資産税・都市計画税第2期

および国民健康保険税第l期の

納期限について

7月31日(金)は固定資産税・都市計画税第2期

および国民健康保険税第1期の納期限です。お

忘れにならないようご注意ください。

※口座振替の方は、 7月31日(金)に振替えますので、前日ま

でに残高をご確認ください。

※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行っています。

こども食堂Do⊂ODoco
おいしい食事を囲み、地域の人たちとあたたがい時間を過ごし

ませんか。

子どもから大人まで、どなたでも大歓迎です。

日 時 7月25日(土)午前11時30分へ

(午後1時30分終了予定)

場 所 SUMiKA(塩山上於曽402-1)

参加費 高校生以下・65歳以上:無料、大人:200円

子育て応援カード提示で保護者無料

申込み 予約制:20名程度

電話、予約フォーム、LINEからお申し込みください。

申
込
は
こ
ち
ら

と納税返礼品取扱事業者を
募集しています

市ではふるさと納税制度を通じて、本市の魅力を全国に発信す

るとともに、地域産業の振興および地域経済の活性化を図ってい

ます。

ふるさと納税返礼品の更なる充実を図るため、加

工品、ワイン、体験型サービスなどを提供いただけ

る事業者を随時募集しています。

返礼品は、食品や製品などの「モノ」に限らず、体

験・サービスといった「コト」の提供も可能です。

ご関心のある方は、お問い合わせください。

※総務省が定める地場産品基準に適合する返礼品が対象となります。

塩山B尋G海洋センター大規模改修

鱗
工副推う欄の抽蝿

の※総懲、、

施設の老朽化対策と安全性向上および皆さまにより快適

にご利用いただくため〆、塩山B&G海洋センターの大規模改

修工事を実施することになりました。

工事期間中につきましては、下記のとおり休館とします。

(休館期間)

6月25日(木)へ令和9年1月31日(日)

※休館期間の終了は、工事の進捗状況により変更になる場合があります。

ご別間閲は、改めて市ホームページ等でお知らせします。  \レ 紗

休館期間中、市内の下記施設をご利用いただけます。

勝沼B&G海洋センター(プール)

※季節開館となりますので、開館期間にご注意ください。

詳細な開館情報・施設情報は、直接施設へお問い合わせいただくか、市

ホームページをご確認ください。

市民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、改修工事によ

り安全で魅力的な施設として生まれ変わりますので、ご理解

いただけますようお願いします。

〒404-8501山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1 aO553-32-2111 FAXO553-32-1818 ホームページアドレス/皿PS:〃www.city.koshu.yamanashi.jp メールアドレス/info@city.koshu.yamanashi.jp

2026"6・1現在( 〉内`揃月比 1困り28,406人(-17) ㊧ 13,742人("6) ㊧ 14,664人(一11) ⑲ 13,072世帯(十6)


